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前
回
公
演
の
平
成
19
年
か
ら
５
年
ぶ
り
と

な
っ
た
今
回
の
公
演
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
３
，

０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

愛
き
ょ
う
を
振
り
ま
く
お
か
め
、
勇
壮
な
山
伏

の
修
行
踊
り
な
ど
、
華
や
か
さ
の
中
に
も
厳
粛
・

滑こ
っ
け
い稽
と
い
っ
た
様
々
な
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
た
貴

重
な
伝
統
芸
能
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
、
そ
の
演
技

を
写
真
に
収
め
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
手
に
、
真
剣
な

眼ま
な

差ざ

し
で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

い
に
し
え
の
文
化
を
後
世
へ
！

　
　
　
　

  「
山
北
の
お
峯
入
り
」
が
５
年
ぶ
り
に
公
演

共
和
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
（
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
）「
山
北
の
お
峯
入
り
」
が
10
月
14
日
、

役
場
駐
車
場
と
高
杉
の
神
明
社
で
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

演技者勢
せいぞろ
揃いの「道行き」

おかめによる「みそぎ」
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若
い
力　
加
わ
る

お
峯
入
り
に
は
、
演
技
者
だ

け
で
も
男
性
80
人
が
必
要
。
今

回
の
公
演
で
は
、
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
人
員
の
確
保
は
特

に
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
元
山

北
高
校
か
ら
３
名
の
生
徒
が
協

力
し
、
出
演
を
果
た
し
ま
し
た
。

８
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
厳

し
い
練
習
に
耐
え
、
見
事
に
棒

踊
り
の
大
役
を
務
め
た
彼
ら
は
、

お
峯
入
り
の
伝
統
に
新
た
な
風

を
吹
き
込
み
、
歴
史
あ
る
文
化

の
継
承
の
一
端
を
担
い
ま
し
た
。

山北高校の上原拓未さん（２年、左端）、
土田航輝さん（１年、左から２番目）、青
木拓さん（２年、左から３番目）と岩本章
治お峯入り保存会会長（右端）

色鮮やかな花飾りを振る「万
まんとう
燈」

蹴
け
鞠
まり
の模擬動作をする「四節踊り」を演じる真剣な眼

まな
差
ざ
し体力が必要とされる棒踊り

伝
統
を
継
承
す
る

午
後
か
ら
は
、高
杉
地
区
の
神
明
社
で
、

約
４
５
０
人
の
観
客
が
見
つ
め
る
中
で
公

演
さ
れ
ま
し
た
。

大
野
山
山
頂
付
近
で
の
「
道
行
き
」
と

合
わ
せ
、
山
あ
い
の
地
域
で
演
じ
ら
れ
た

お
峯
入
り
に
は
、
午
前
中
と
は
一
味
違
っ

た
風
情
が
あ
り
、
か
つ
て
こ
の
地
の
先
人

が
演
じ
、
守
っ
て
き
た
文
化
を
後
世
へ
と

継
承
し
て
い
く
姿
は
、
演
技
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
見
て
い
る
多
く
の
方
々
の
心
に

も
響
き
ま
し
た
。

大野山山頂付近での道行き
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町職員の給与・職員数などの状況について、平成24年4月1日現在の概要をお知らせします。
なお、詳しくは、町ホームページ（http://www.town.yamakita.kanagawa.jp）に『人事
行政の運営等の状況』を掲載していますのでご覧ください。

★町職員の給与とは…職務の内容や職責に応じて定められた基本給としての｢給料｣と、勤務実績などに
応じて支給される｢手当｣で構成されており、町議会の審議を経て定められた条例
などに基づき支給されるものです。

★給与決定には………国や他の地方公共団体の職員、民間企業従事者の給与水準のほか、生計費、物価
などを総合的に考慮し、人事院の行う給与改定勧告に基づき決定されます。

勤
務
し
た
実
績
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

正規の勤務時間を超えて
勤務した時に支給される
手当(管理職は除く）

危険・困難・健康によくな
い・著しく特殊な業務など
に従事した時に支給され
る手当（動物死体処理手
当、有害毒薬物取扱手当
など）

日直手当、管理職員特別
勤務手当など

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ　の　他

そ
の
他

民間企業のボーナスに相当する手当。
年間3.95月分（平成23年度）

期末勤勉手当

退 職 手 当

※支給率は、県内３市１３町１
村７一部事務組合で構成す
る退職手当組合の条例に
よるものです。

区　分 自己都合 定　年
勤続20年 23.5月 30.55月
勤続25年 33.5月 41.34月
勤続35年 47.5月 59.28月
最高限度額 59.28月 59.28月

毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
も
の

職種や職務に応じた給料表に定める額

給料・扶養手当・管理職手当の4.1％

管理職の職責に応じて給料の6～12％を支給。

給 　 　 料

地 域 手 当

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当

区　　　　　　　分 支 給 額
配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族（１人につき） 6,500円
上記のうち配偶者がない場合は、
そのうち１人について 11,000円

特定期間にある子１人に対する加算額 5,000円 

賃貸住宅居住者 支給限度額　　　27,000円

自己所有住宅居住者 新築又は購入後５年間
5,000円

その他　　　　　 3,000円

片道２㎞以上から支給
交通機関利用者 運賃等相当額　限度額

55,000円
自家用車等使用者 2,000円〜

給与の種類

町職員の給与などに関する概要
―人事行政の運営等の状況―
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※特例措置として、町長については給料･手
当を30%、副町長・教育長については期
末手当をそれぞれ15%・10%、定められ
た額から減額しています。

※特別は国民健康保険事業、下水道事業、介護保険事業および水道
事業の4会計の合計です。

※ラスパイレス指数とは、給与水準を計る一つの目安となるもので、
国家公務員を100として算出したものです。

職員数
　　A会計

人

137
12

149

一般

特別

計

給　　　与　　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

千円

505,553
45,679

551,232

千円

85,964
8,282

94,246

千円

180,777
16,515

197,292

千円

772,294
70,476

842,770

1人当たり
給 与 費
（B／A）

千円

5,637
5,873

5,656

3.90 月

4.15 月

期末手当年間

報
　
酬

給
　
料

区　分 月　　額
町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

769,000円

630,000円

583,000円

356,000円

279,000円

255,000円

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　　分
標準的な
職務内容
職 員 数

１　級

主  事  補

14人 29人 14人 19人 22人 35人 13人 3人 149人

２　級

主　事

３　級

主任主事

４　級

主　査

５　級
副  主  幹
副  技  幹

６　級
主　幹
技　幹

７　級

課　長

８　級

参　事
計

構 成 比 9.4％ 19.5％ 9.4％ 12.8％ 14.8％ 23.4％ 8.7％ 2.0％ 100％

特別職の報酬などの状況給与費（平成24年度当初予算）

級別職員数

区　　分 初 任 給 額
大  学  卒
高  校  卒

173,900円

145,900円

区　　分 経験10年 経験15年 経験20年
357,000円

312,100円

303,800円

270,200円

252,200円

214,600円

大  学  卒
高  校  卒

一般行政職の初任給 一般行政職の経験年数別給料月額

96.7

102.4

98.1

101.8

96.4

102.2 102.3

97.2

102.8

105.0

104.0

103.0

102.0

101.0

100.0

99.0

98.0

97.0

96.0

95.0
19年 20年 21年 23年22年

県内市町村平均山北町

98.5

ラスパイレス指数の推移

区　　分
一般行政職

平 均 給 料 平 均 年 齢

技能労務職
310,915円

280,940円

41歳　3月
56歳　8月

職員数の状況 平均給料月額及び平均年齢
区　　　　　分 平成23年度

109人
平成24年度

110人
増減数

1人一般行政（議会、総務、企画等）
特別行政（教育委員会）
公営企業等（上下水道、国保等）

合　　　　　計

28人
12人

149人

27人
12人

149人

△1人
0人
0人

50～59歳
57人
38.3%

20～29歳
40人
26.8%

30～39歳
29人
19.5%

40～49歳
23人
15.4%

合計
149人

年齢別職員数の状況
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「
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」を

　
　
　
　
　
　
実
現
す
る
た
め

〔
平
成
23
年
度
行
政
改
革
の
実
施
状
況
〕

町
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
多
岐
に
わ
た
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
し
く

み
づ
く
り
や
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、「
山
北
町
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
行
政
改
革
大
綱
は
、

５
年
間
の
計
画
期
間
（
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
）
で
、
地
域
主
権
型
社
会
に
対
応
し
た
行
政
体
制
を
目
指
し
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
、

財
政
運
営
の
適
正
化
、
職
員
数
の
削
減
や
職
員
給
与
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
た
め
の
基
本
方
針
で
す
。

平
成
23
年
度
の
行
政
改
革
の
実
施
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
10
・
０
％

【
平
成
23
年
度
決
算
値
】　　
12
・
1
％

※
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

で
、目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
18
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。）

④
税
・
公
共
料
金
の
現
年
度
分
収
納
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
99
・
０
％

【
平
成
23
年
度
決
算
値
】　　
98
・
78
％

※
庁
内
組
織
の
「
税
・
公
共
料
金
等
の
収

納
促
進
会
議
」
に
よ
り
収
納
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
に
目
標
値
に

達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
80
・
０
％

【
平
成
23
年
度
決
算
値
】　　
83
・
６
％

※
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
比
率

と
し
て
用
い
ら
れ
、
町
村
で
は
75
～

80
％
程
度
が
妥
当
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
は
景
気
低
迷
に
よ
る
影

響
で
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
90
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

数
値
目
標
の
達
成
状
況

行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
で
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

①
職
員
定
数

職
員
定
数
条
例
に
基
づ
く
定
数
は

1
6
0
人
で
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
に

５
％
削
減
の
1
5
2
人
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
】　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
数　
１
４
９
人

【
削
減
率
】　　
　
　
　
　
　
６
・
88
％

⑤
審
議
会
等
委
員
の
女
性
登
用
率

【
目
標
値
】　　
　
　
　
　
　
30
・
０
％

【
平
成
23
年
度
実
績
】　　
　
28
・
4
％

※
男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る
た
め
、

女
性
か
ら
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
中
の

主
な
取
り
組
み
状
況

自
律
し
た
行
政
体
制
の
整
備

組
織
機
構
の
見
直
し

●
保
険
・
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
連
携
、

農
業
・
林
業
・
環
境
の
一
体
化
、
更
な

る
商
業
の
振
興
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
を
一
層
推
進
す
る
た
め
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
組
織
の
再
編
を
行
い
ま

し
た
。

●
庁
舎
１
階
町
民
ホ
ー
ル
に
「
ご
用
き
き

ス
ペ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
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こ
れ
か
ら
も
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
の

役
場
庁
舎
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
や

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
制
定

●
公
募
に
よ
る
町
民
を
含
む
策
定
委
員
会

を
組
織
し
、
条
例
案
の
内
容
検
討
を
し

ま
し
た
。

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

●
11
人
の
職
員
が
定
年
等
に
よ
り
退
職
し

ま
し
た
が
、
新
採
用
と
し
て
同
数
の
職

員
を
採
用
し
ま
し
た
。

●
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

及
び
町
長
の
給
料
を
削
減
し
ま
し
た
。

●
課
長
級
の
管
理
職
手
当
支
給
率
を
削
減

し
ま
し
た
。

●
全
職
員
の
地
域
手
当
支
給
率
を
削
減
し

ま
し
た
。

財
政
の
適
正
か
つ
健
全
な
運
営

財
源
の
積
極
的
な
確
保

●
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
行
い
、
税
収
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

町
有
財
産
の
有
効
活
用

●
未
利
用
町
有
地
の
処
分
、
広
報
誌
等
へ

の
有
料
広
告
掲
載
料
、
公
共
施
設
の

自
動
販
売
機
設
置
料
な
ど
に
よ
り
1
，

5
5
8
千
円
の
歳
入
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率
化

広
域
行
政

●
県
内
14
町
村
で
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
化

を
図
る
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

行
政
の
情
報
化
の
推
進

●
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
の

充
実
に
努
め
ま
し
た
。

●
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
に
よ
り
、
犯
罪
不
審

者
情
報
、
防
災
情
報
、
生
活
関
連
情
報
、

観
光
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。　
　
　

登
録
者
1
，
9
2
1
人　
発
信
数
96
件

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
揚

住
民
参
加
の
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

●
テ
ー
マ
に
「
防
災
対
策
」
を
定
め
、
町

内
10
会
場
で
町
長
と
皆
さ
ん
の
座
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

町職員の人事異動等

［副主幹級］
新　所　属 氏　　　名 旧　所　属

保険健康課保険年金班
副主幹

尾　崎　雄　一
企画財政課財政班

副主幹
上下水道課工務班

副主幹
山　本　智　賢

保険健康課保険年金班
副主幹

［班　員］
新　所　属 氏　　　名 旧　所　属

企画財政課財政班
主任主事

長　田　正　和
上下水道課工務班

主任主事
町民税務課税務班

主事補
中　村　拓　磨 新採用

［退職者］　　　　　　　　　（平成２４年１０月1 ９日付け）
氏　　　名 旧　所　属

松　尾　淑　子 福祉課向原保育園保育士

教育委員に
小林亘さん、瀬戸陽子さん就任

９月町定例議会
の同意を得て、教
育 委 員 に 小 林 亘
さん（再任）、瀬戸
陽 子 さ ん（ 新 任 ）
がそれぞれ選任さ
れました。任期は
平成２４年１０月２４
日から４年間です。

また、９月２５日の教育委員会で、教育委員長
に小林亘さん、委員長職務代理者に岡部達也さん
を選任しました。委員長及び職務代理者の任期は
平成２４年１０月１日から１年間です。

教育委員長に
小林亘さんを再任、
委員長職務代理者に
岡部達也さんを選任しました

瀬戸陽子 教育委員

新たに設置された「ご用ききスペース」

（平成２４年１０月１日付け）
（敬称略）
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６年生の部最優秀　鈴木拳太さん ５年生の部最優秀　飯田彩乃さん

　
５
年
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　
飯
田
彩
乃
（
清
水
小
）

　
　
「
あ
り
が
と
う　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

【
優
秀
賞
】

　
荻
野
祥
英
（
川
村
小
）

　
　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
わ
っ
た
こ
と
」

　
杉
山
乃
愛
（
川
村
小
）

　
　
「
長
崎
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
三
尋
木
丈
也
（
三
保
小
）

　
　
「
バ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
中
川
と
の
交
流
会
」

　
６
年
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　
鈴
木
拳
太
（
川
村
小
）

　
　
「
ば
っ
ぱ
の
不
思
議
」

【
優
秀
賞
】

　
坂
田　
愛
（
川
村
小
）

　
　
「
ま
ほ
う
の
野
菜
」

　
杉
本　
葵
（
三
保
小
）

　
　
「
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」

　
宮
本
亜
斗
夢
（
清
水
小
）

　
　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
新
聞
配
達
」

町
内
の
小
学
校
５・
６
年
生
を
対
象
に

「
敬
老
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
飯
田
彩
乃
さ
ん

（
清
水
小
５
年
生
）
と
鈴
木
拳
太
さ
ん
（
川

村
小
６
年
生
）
が
、
９
月
17
日
に
開
催
さ

れ
た
敬
老
の
つ
ど
い
の
席
上
で
、
作
文
を

発
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
30
回
「
敬
老
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

―
地
域
の
課
題
を
確
認
―

　
町
長
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た

９
月
25
日
（
火
）、
10
月
２
日
（
火
）

の
両
日
、
山
北
地
区
、
岸
地
区
、
向
原
地

区
、
共
和
地
区
、
清
水
地
区
、
三
保
地
区

で
町
長
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
自
治
会
要
望
を
中
心
と
し
た

地
域
の
課
題
を
町
長
自
ら
現
地
視
察
し
、

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
、
当
日
は
、
連
合
自
治
会
や
自
治
会
等

の
地
域
を
代
表
す
る
方
々
と
、
町
長
、
副

町
長
、
地
域
課
題
の
担
当
課
長
等
が
現
地

の
状
況
を
実
際
に
目
に
し
て
、
地
域
で

課
題
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
ま
し

た
。

町
で
は
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
箇
所
や

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
、
要
望

を
整
理
し
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
は
早
急

に
対
応
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
問
題
に
つ

い
て
も
必
要
度
、緊
急
度
な
ど
を
検
討
し
、

実
現
可
能
な
も
の
は
、
順
次
予
算
化
し
て

い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
県
や
国
の
所
管

事
項
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
に
要
望
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

岸地区を視察

三保地区を視察（ヤマビル対策） 共和地区を視察
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中
学
生
の
主
張
in
か
な
が
わ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
を
受
賞

神
奈
川
県
が
主
催
す
る
「
中
学
生
の
主
張
ｉ
ｎ
か
な
が
わ
」
が
９
月
17
日
、神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
応
募
総
数
５
４
２
点
の
中
か
ら
、
山
北
中
学
校
２
年
の
内
田
光
貴
さ
ん
が
優
秀
賞
の
テ
レ
ビ
神

奈
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
奨
励
賞
に
は
、
山
北
中
学
校
１
年
の
松
島
大
貴
さ
ん
、
清
水
中
学
校
２
年
の
本
多
良
成
さ
ん
、
三

保
中
学
校
２
年
の
加
藤
広
菜
さ
ん
、
同
校
２
年
の
山
口
夏
季
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

成　績　表

９月１５日（土）に小田原市城山陸上競技場で、第６６回足柄上・南中学校陸上競技大会が開催されました。
入賞者等は次のとおりです。

（敬省略・☆印は県大会出場者）

学　校　名 種　　目 順　位 氏　名 学　年 記　録 県大会

山北中学校（男子の部） 四種競技 第１位 鈴木　耕平 ３年 １８１１点 ☆

清水中学校（男子の部） １１０ｍハードル 第１位 加藤　郁人 ２年 １７秒１３ ☆

学　校　名 種　　目 順　位 記　録 県大会

山北中学校（男子の部） 共通４×100ｍリレー 第２位 ４７秒８２

第66回足柄上・南中学校　陸上競技大会の結果

内田光貴さん（山北中２年）「命の大切さ－今を生きる－」

優秀賞

奨励賞

山口夏季さん
（三保中２年）
「今、地球は」

加藤広菜さん
（三保中２年）

「“夢”で築く未来」

本多良成さん
（清水中２年）
「充実した中学校

生活」

松島大貴さん
（山北中１年）
「何げない幸せを

感じて」

広報やまきた　平成24年11月号　No.6939



ぼくは、　　　　ぼく　

勉
べんきょう

強も　あまり　　　　すきじゃない　　
スポーツも　あまり　　　　得

と く い
意じゃない　　　　

　家
か て い

庭のぬい物
もの

も下
へ た

手　　　　だし、ようりょうも悪
わる

い
　　　でも　いつも　　　　一

いっしょう
生けん命

めい
やってるよ

ぼくは、　　　  ぼく 　　

お兄
にい

ちゃんみたいに　　　　柔
じゅうどう

道も　うまくない　
　　　妹

いもうと
みたいに　　　　ピアノも　ひけない

あの子みたいに　　　　うまく話せない　
　　　でも　いつも　　　　一生けん命やってるよ

ぼくは、　　　  ぼく 　　

　　　８月１３日　　　　お盆
ぼん

に生まれたぼく
お父さんと　　　　お母さんは　

「先
せ ん ぞ

祖様
さま

からのプレゼン　　　   ト」と、言ってくれる  　
　　その言葉が　　　　ぼくは、うれしい

　ぼくは、　　　  ぼくなんだ

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じんけん

権啓
けいはつ

発センター
人権の詩

うた
2010「小学生の部

ぶ
」　　　　知

ち
事
じ

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

作
さく

品
ひん

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2012年11月 第93号
山北町教育委員会

昨さく
ね
ん年の

十
月
に
起お
き
た
、
大おお
つ津

市し
の
中
ち
ゅ
う
が
く

学
２
年
生
の

い
じ
め
に
よ
る
自じさ
つ殺
事じけ
ん件
が
、
日にほ
ん
じ
ゅ
う

本
中
に
大
き
な
波はも
ん紋

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
記きお
く憶

に
新あたらし
い
こ
と
と
思おも
い

ま
す
。
そ
の
後ご
も
同どう
よ
う様
の
事
件
が
報ほう
ど
う道
さ
れ
る
中
で
、

今いま
子
ど
も
た
ち
を
取と
り
巻ま
く
様
々
な
問
題
に
大
き
な

関かん
し
ん心が
集あつ
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
様
々
な
問
題

行
動
（
暴
ぼ
う
り
ょ
く力
行こう
い為
・
い
じ
め･

不ふと
う
こ
う
登
校
等
）
は
、
こ
こ

何なん
ね
ん年に
渡わた
っ
て
減
げ
ん
し
ょ
う少
傾けい
こ
う向が
見
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
大
津
市
の
事
件
を
契けい
き機

に
行
な
っ
た
文もん
ぶ部

科かが
く学

省しょ
うの
「
い
じ
め
に
関
す
る
緊
き
ん
き
ゅ
う急
調ちょ
う
さ査」
に
よ
り
ま
す

と
、
二
十
四
年
四
月
か
ら
九
月
の
半はん
と
し年

間かん
で
、
す
で

に
昨
年
を
上うわ
ま
わ回

る
数すう
ち値

（
約
七
万
五
千
件
）
が
報ほう
こ
く告

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
生
活
を
脅
お
び
や

か
す
も
の
と
し
て
大たいへ
ん変

憂ゆう
り
ょ慮さ

れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
問
題

子
ど
も
に
か
か
わ
る
問
題

人じん
け
ん
権
と
は｢

私わた
した
ち
が
生う
ま
れ
な
が
ら
に
持も
っ
て
い

る
、
人にん
げ
ん間
が
人
間
ら
し
く
生い
き
て
い
く
た
め
に
、
誰だれ
か

ら
も
侵おか
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基きほ
ん
て
き

本
的
な
権けん
り利｣

で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
様さま
ざ
ま々
な
人
権
侵しん
が
い害を

受う
け
、
悩なや
み
苦くる
し
ん
で
い
る
多おお
く
の
人ひと
び
と々

が
い
る
こ

と
も
事じじ
つ実
で
す
。

今こん
か
い回の

テ
ー
マ｢

子
ど
も
に
か
か
わ
る
問もん
だ
い題｣

は
、

こ
こ
数すう
ね
ん年
大おお
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
問

題
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
問
題
行こう
ど
う動や
「
児じど
う童

虐ぎゃ
く
た
い

待
」
等とう
の
問
題
に
つ
い
て
考かんがえ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健すこ
や
か
な
育そだ
ち
に
は
、
安あん
て
い定
し
た

社しゃ
か
い会

環かん
き
ょ
う

境
（
学がっ
こ
う校･

家かて
い庭･

地ちい
き域

）
が
不ふ
か
け
つ

可
欠
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
乱みだ
れ
は
、
社
会
の
不ふ
安
定
さ

に
大
き
く
影
え
い
き
ょ
う
響
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

い
じ
め
問
題
に
対
し
て
は
、
基き
ほ
ん
て
き
本
的
に｢

ど
の
子
ど

も
に
も
、
ど
の
学
校
に
お
い
て
も
起
こ
り
得う
る
も
の｣

と
い
う
認にん
し
き識

の
も
と
、
学
校
に
お
い
て
は｢

弱よわ
い
も

の
を
い
じ
め
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
絶ぜっ
た
い対
許ゆる
さ
れ
な

い｣

と
の
観かん
て
ん点

に
立
ち
指しど
う導

が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
緊
急
調
査
結けっ
か果
を
見
る
か
ぎ

り
、
学
校
を
始
め
様
々
な
関かん
け
い係

機きか
ん関

の
取
り
組
み
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
じ
ょ
う
き
ょ
う
況
の

厳きびし
さ
は
続つづ
い
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
じ
め
の
定てい
ぎ義

（
平
成
十
八
年
）
文
部
科
学
省

「
い
じ
め
」
と
は｢

当とう
が
い該
児じど
う童
生せい
と徒
が
、
一いっ
て
い定

の
人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心しん
り
て
き
理
的
、
物ぶつ
り
て
き
理
的

な
攻こう
げ
き撃
を
受う
け
た
こ
と
に
よ
り
、
精せい
し
ん
て
き

神
的
な
苦くつ
う痛

を
感かん
じ
て
い
る
も
の｣

と
す
る
。
な
お
、
起
こ
っ

た
場
所
は
学
校
の
内ない
が
い外を

問と
わ
な
い
。
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ぼくは、　　　　ぼく　

勉
べんきょう

強も　あまり　　　　すきじゃない　　
スポーツも　あまり　　　　得

と く い
意じゃない　　　　

　家
か て い

庭のぬい物
もの

も下
へ た

手　　　　だし、ようりょうも悪
わる

い
　　　でも　いつも　　　　一

いっしょう
生けん命

めい
やってるよ

ぼくは、　　　  ぼく 　　

お兄
にい

ちゃんみたいに　　　　柔
じゅうどう

道も　うまくない　
　　　妹

いもうと
みたいに　　　　ピアノも　ひけない

あの子みたいに　　　　うまく話せない　
　　　でも　いつも　　　　一生けん命やってるよ

ぼくは、　　　  ぼく 　　

　　　８月１３日　　　　お盆
ぼん

に生まれたぼく
お父さんと　　　　お母さんは　

「先
せ ん ぞ

祖様
さま

からのプレゼン　　　   ト」と、言ってくれる  　
　　その言葉が　　　　ぼくは、うれしい

　ぼくは、　　　  ぼくなんだ

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

人
じんけん

権啓
けいはつ

発センター
人権の詩

うた
2010「小学生の部

ぶ
」　　　　知

ち
事
じ

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

作
さく

品
ひん

みんなのしあわせ   わたしのねがいみんなのしあわせ   わたしのねがい

ひと
やさしさとは　　人のいたみがわかること
あたたかさとは　　助け合う心
ふれあいとは　　共に生きようとすること

たす あ こころ

とも い

それはやさしさ・    あたたかさ・ふれあい
「 人   権 」・・・   じんけん

2012年11月 第93号
山北町教育委員会

い
じ
め
問
題
の
一
つ
の
表
あ
ら
われ

と
し
て
「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
グ
に
書か
き
込こ
ま
れ
る
「
ウ
ザ
イ
、

キ
モ
イ
、
消き
え
ろ
」
等
の
心
こ
こ
ろな
い
匿とく
め
い名の
書
き
込
み
は
、

書
き
込
ま
れ
た
側がわ
に
大
き
な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

外がい
し
ゅ
つ
出
や
登とう
こ
う校が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
時
に
は
自
殺
に

追お
い
込こ
ま
れ
た
り
す
る
事じた
い態
も
引ひ
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
講こう
え
ん演
会かい　

　
　
～
留
り
ゅ
う
が
く
せ
い

学
生
が
愛あい
し
た
国くに･

日
本
～

「
私
を
支ささ
え
た
人
の
優やさ
し
さ
、
あ
た
た
か
さ
」

今こと
し年
の
人
権
問
題
講
演
会
は
、

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｄ
に
し
ゃ
ん
た
さ
ん
を
お

迎むかえ
し
開かい
さ
い催し

ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
に
し
ゃ
ん
た
さ
ん
は
、
高
こ
う
こ
う
せ
い
校
生

の
時
来らい
に
ち日し
、
日
本
の
文ぶん
か化
に
す
っ
か
り
魅み
せ
ら

れ
再さい
来
日
。
そ
の
後
、
経
け
い
ざ
い
が
く
済
学
博はか
せ士
号ごう
を
取しゅ
と
く得
し
、

現げん
ざ
い在、
大だい
が
く学
で
教
き
ょ
う
べ
ん
鞭
を
と
る
傍かたわら
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
講
演
、
執しっ
ぴ
つ筆

に
と
幅はば
ひ
ろ広

く
活かつ
や
く躍

を
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
期きじ
つ日　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
九
日
（
日
）　

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
二
十
分

◆
会かいじ
ょ
う場　

山やま
き
た北

町ちょ
う
り
つ立

中ちゅ
う
お
う央

公こう
み
ん
か
ん

民
館
多たも
く
て
き

目
的
ホ
ー
ル

◆
講こう
し師　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｄ 

に
し
ゃ
ん
た　
氏

※
入にゅ
う
じ
ょ
う
場
は
無むり
ょ
う料で
す

児
童
虐
待
も
年
々
相
そ
う
だ
ん談
件けん
す
う
数
が
増ふ
え
て
い
る
、（
過か
こ去

十
年
間
で
３
倍
増ぞうの
５
万
６
千
件
以
上
）
深しん
こ
く刻な

問もん
だ
い題で

す
。
新
し
ん
ぶ
ん聞
等
で
事じれ
い例
が
報
道
さ
れ
る
度たび
に
胸むね
が
ふ
さ
が
る

思
い
が
し
ま
す
。
平
成
十
二
年
に
制せい
て
い定さ

れ
た
「
児
童
虐

待
の
防ぼう
し止
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
様
々
な
対たい
お
う応が

ネ
ッ
ト
い
じ
め

子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
問
題
行
動
の
背はい
け
い景

に
は
、

当とう
じ
し
ゃ

事
者
が
、
自
分
の
行
動
に
対
し
罪ざい
あ
く
か
ん

悪
感
を
抱いだ
い
て

い
な
い
、
と
い
う
「
規きは
ん範
意いし
き識
の
欠けつ
じ
ょ如
」
と
い
う
こ

と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
は
学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
の
中
で
認みと
め
ら
れ
、

頼たより
に
さ
れ
、
役やく
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
自じか
く覚
（
自
己
有

用
感
）
は
規
範
意
識
の
基き
そ礎

に
な
る
大たい
せ
つ切な

も
の
で
す
。

詩し
「
ぼ
く
は
、
ぼ
く
」
の
作さく
し
ゃ者は
、
ご
く
普ふつ
う通
の
小
学

生
。
勉
強
も
好
き
じ
ゃ
な
い
し
、
苦にが
て手

な
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
で
も
、
家
庭
の
中
で
あ
た
た
か
く
見みま
も守
ら
れ
育
っ
て

い
る
。「
ぼ
く
は
、
ぼ
く
な
ん
だ
」
と
い
う
一
文
に
は
、
家

族
へ
の
信しん
ら
い頼と
自じか
く覚
、
自
分
に
対
す
る
自じし
ん信
が
伺
う
か
がえ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
己
有
用
感
を
育
む
原げん
て
ん点は「
家
庭
」

に
あ
る
、と
い
う
こ
と
を
再さい
か
く
に
ん

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
自じ

こ己
有ゆ

う
よ
う用

感か
ん

を

児
童
虐
待

取
ら
れ
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
題
の
深
刻
さ

は
む
し
ろ
増ぞう
だ
い大し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
篠
本 

幸
信
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　

 

公
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

真ま
ひ
ろ宙

ち
ゃ
ん　
5
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

真ま
は
な花

ち
ゃ
ん　
2
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

陽は
る
ま真

く
ん　
5
ヶ
月

お
じ
い
さ
ん　
　

 

幸
彦
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん　
　

 

洋
子
さ
ん

篠本さん
ご家族

＜下本村＞

私
た
ち
は
今
年
の
４
月
、
夫
が
生
ま
れ

育
っ
た
こ
こ
山
北
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
５
月
に
陽
真
が
生
ま
れ
、

新
し
く
家
族
に
仲
間
入
り
し
現
在
は
夫
、

私
、
真
宙
、
真
花
、
陽
真
、
夫
の
両
親
の

７
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
我
が
家
は
朝

か
ら
晩
ま
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
、ド
タ
バ
タ
、

オ
ギ
ャ
ー
オ
ギ
ャ
ー
･
･
･
と
て

も
騒
が
し
い
で
す
。

新
し
い
環
境
に
慣
れ
な
い
う
ち

に
始
ま
っ
た
子
育
て
は
、
本
当
に

大
変
で
す
。
24
時
間
３
６
５
日
休

み
無
し
。
自
分
の
時
間
も
持
て
ず
、

思
い
通
り
に
い
か
な
い
子
育
て
に

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
時
も
あ
り

ま
す
。

妹
や
弟
の
た
め
に
我
慢
ば
か
り

の
真
宙
、
イ
ヤ
イ
ヤ
期
真
っ
最
中

の
真
花
、
２
人
も
ま
だ
ま
だ
甘
え

た
い
時
期
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

陽
真
に
手
が
か
か
る
の
で
、
夫
や

同
居
中
の
夫
の
両
親
が
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
面

倒
を
よ
く
み
て
く
れ
る
の
で
、
と

て
も
助
か
り
ま
す
。

私
の
子
育
て
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
家
族
に
甘
え
さ
せ
て
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
人
々
の
手
を
借
り
な
が
ら
、

子
ど
も
が
の
び
の
び
自
由
に
成
長
し
て
い

く
姿
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
私
自
身
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
公
子
さ
ん
）

杉
山
晃
一
さ
ん
は
、
現
在
、
山
北
町
文
化

財
ガ
イ
ド
友
の
会
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
職
時
代
に
は
、
文
化
人
類
学
な

ど
の
研
究
を
さ
れ
、
社
会
学
博
士
で
あ
り
、

東
北
大
学
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
執

ら
れ
、
退
官
後
に
は
同
大
学
名
誉
教
授
の
称

号
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
杉
山
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

文
化
財
ガ
イ
ド
友
の
会
で
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
文
化
財
ガ
イ
ド
友
の
会
は
、
も
と
も
と

は
私
も
含
め
て
、
中
央
公
民
館
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
文
化
財
講
座
に
参
加
し
て
い
る

人
々
に
対
し
て
、「
文
化
財
ガ
イ
ド
」
を
作
れ

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
役
場
か
ら
の
働
き
か

け
で
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
準
備
委

員
会
を
設
立
し
て
議
論
を
重
ね
た
末
に
、
平

成
19
年
９
月
末
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
員
は
現
在
16
人
で
、
う
ち
８
人
は
依
頼

が
あ
っ
た
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
会
の
第
一
の
目
的

は
、
文
化
財
の
学
習
や
研
修
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
、
町
内
外
の

各
地
に
赴
き
史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
学
ぶ

研
修
会
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町
の
文
化
財

関
連
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
、
町
の
文
化
財

の
活
用
と
文
化
の
継
承
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

は
、
あ
く
ま
で
も
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
実
は
会
員
の
自
己
教
育

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

文
化
財
を
鑑
賞
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

「
町
で
は
『
山
北
町
文
化
財
め
ぐ
り
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
』
を
用
意
し
て
、
複
数
の
見
学
コ
ー
ス

や
対
象
を
網
羅
的
に
呈
示
し
て
く
れ
て
い
る

の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
欲
ば

ら
ず
、
歴
史
的
に
関
連
の
あ
る
一
連
の
文
化
財

群
を
選
ん
で
ガ
イ
ド
を
受
け
る
と
よ
く
理
解

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
財
は
物
言
わ
ぬ
歴

史
の
証
人
と
い
っ
た
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

例
え
ば
あ
る
神
社
を
見
学
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

同
様
の
他
の
神
社
も
見
学
す
る
こ
と
で
、
得
る

知
識
も
累
積
す
る
と
思
い
ま
す
。
同
種
の
文
化

財
同
士
を
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
考

え
る
と
い
う
こ
と
も
、
鑑
賞
を
す
る
際
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。」

お
す
す
め
の
文
化
財
が
あ
り
ま
し
た
ら
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

「
町
内
に
は
、
河
村
城
跡
や
川
村
用
水
や
洒

水
の
滝
を
は
じ
め
文
化
財
が
多
数
あ
り
ま
す
。

屋
外
に
あ
る
文
化
財
は
比
較
的
容
易
に
見
学

で
き
ま
す
が
、
寺
社
な
ど
の
屋
内
に
あ
る
文
化

財
（
仏
像
等
）
に
も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

町
の
中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
町
史
を
自
由

に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
２
階

に
あ
る
展
示
ホ
ー
ル
は
大
変
よ
く
で
き
て
い

て
、
山
北
の
小
さ
な
歴
史
資
料
館
と
も
言
え
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」

町
の
人杉

山　
晃
一
さ
ん

（
文
化
財
ガ
イ
ド
友
の
会
会
長
）

広報やまきた　平成24年11月号　No.693 12広報やまきた　平成24年11月号　No.69313



・御殿場線の運行状況を配信してもらい、通学時に役立
てることができた。（１０代女性）

・事前に台風に対する備えなどの連絡をもらったため、
早めの対応が図れた。（５０代男性）

・振り込み詐欺の情報をもらっていたので、不審な電話
に対しての対応ができた。（６０代女性）

・イベントの案内が届いたので近所の人を誘って行って
みた。とても楽しかった。（６０代女性）

「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実

施しています。測定の結果、放射性物質は検出さ
れていません。

○直近の採水日時
　平成２４年９月２０日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４）	 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７）	 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ １３１）	 不検出

○過去の検査結果
過去２５回の検査を実施し、すべてにおいて
放射性物質は検出されていません。

※9月より、3 ヶ月に1回の頻度で検査を実施し
ます（次回12月検査）。検査頻度に関しては、
厚生労働省の通達に基づき変更します。通達
内容は、町ホームページに掲載しています。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

１０月１１日に、山北中学校１年生１００名
と山北高校１年１組の生徒４０名による「地域
貢献デー」が行われました。

この活動は、美化清掃を行うことにより環境
問題への意識を高め、地域に貢献することの意
義を学ぶとともに、山北中学校と山北高校の交
流を深めることを目的として、今回は山北駅周
辺を清掃しました。

生徒たちは、１５人前後の班に分かれて、投
棄されたごみや落ち葉を集め、中学生と高校生
が協力をしてごみを回収しました。

また同日、山北高校１年生（１組の生徒を除く）
１２０名によって、東山北駅周辺の清掃活動も
行われました。

山北中学生・山北高校生が地域をきれいに! !
―「地域貢献デー」が行われました―

山北町あんしんメール 配 信 しています

空メール送信先
宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

あんしんメールを活用している人達の声

ご利用を希望される方は、下の「空メール送信先」に宛先、
件名を入力して空メール（本文不要）を送信してください。

送信後、登録案内メールが送信されてきますので、内容
をご確認いただき、指示に従って詳細を登録してください。

【問合せ】総務防災課防災消防班
　　　　 （電話）７５－３６４３

協力して清掃活動中

道路もこんなにきれいに 210kgのごみや落ち葉を回収 きれいになって"ピース"
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第8号こ
こ
ろ
お
元
気
で
す
か
？

９
月
27
日
（
木
）
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
小
田
原
市
の
清
水
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院

長
清
水
典
子
先
生
を
お
招
き
し
て
「
こ
こ
ろ
と

身
体
の
健
康
～
こ
こ
ろ
豊
か
に
い
き
い
き
と

毎
日
を
送
る
～
」
と
い
う
こ
こ
ろ
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
る
と

 

症
状
は
弱
い
と
こ
ろ
に
現
れ
る

強
い
ス
ト
レ
ス
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
こ
こ
ろ
と
身
体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
こ
ろ
に
出
れ
ば
、
気
持
ち
が
落
ち
こ
ん

だ
り
、
時
に
は
死
を
考
え
た
り
す
る
う
つ

状
態
、
も
し
く
は
う
つ
病
に
な
り
ま
す
。

身
体
に
出
れ
ば
、
心
身
症
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
」
は
人
に
よ
り

違
い
ま
す
の
で
、
ど
こ
に
症
状
が
出
る
か

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

こ
の
一
週
間
、
家
族
や
友
人
の

お
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
か
？

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
と
し
て
、
仕
事

を
終
え
た
週
末
、

一
週
間
を
振
り

返
っ
て
、
家
族
や

友
人
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き

た
か
、
自
分
自
身

に
問
い
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

過
剰
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
こ
こ
ろ
に
余
裕

が
な
い
時
は
人
の
話
も
聞
け
て
い
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
休
む

ス
ト
レ
ス
の
過
剰
に
気
が
つ
い
た
ら
、

と
に
か
く
休
息
を
と
る
こ
と
で
す
。
ゆ
っ

く
り
休
ん
で
よ
く
寝
る
こ
と
で
、
心
も
身

体
も
癒い

や
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
心
身
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
な

が
ら
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　「い
つ
も
と
違
う
」
に
気
が
つ
い
て

講
演
会
の
後
、
町
の
保
健
師
が
講
師
と

な
り
、「
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
行
い
ま
し
た
。

悲
し
い
こ
と
に
、
自
ら
命
を
断
つ
方
が

毎
年
、
日
本
全
国
で
３
万
人
以
上
、
足
柄
上

地
域
で
も
20
～
30
人
い
ま
す
。

自
殺
を
し
た
多
く
の
方
は
、
こ
こ
ろ
の

調
子
を
崩
し
て
い
て
助
け
を

求
め
る
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
シ
グ
ナ
ル
に

早
く
気
が
つ
い
て
、
時
に
は

「
死
ぬ
こ
と
ま
で
考
え
て
い
ま

す
か
？
」
と
誠
意
を
込
め
て

尋
ね
る
こ
と
で
救
わ
れ
る
命

も
あ
り
ま
す
。
研
修
で
は
普

段
の
会
話
で
も
生
か
せ
る
よ

う
な
話
の
聴
き
方
の
コ
ツ
を

演
習
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

み
ん
な
が
「
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

「
い
つ
も
と
違
う
」
と
い
う
変
化
に
気

づ
け
る
人
は
普
段
の
様
子
を
知
っ
て
い
る

身
近
な
人
で
す
。

地
域
の
中
で
、
助
け
を
求
め
る
シ
グ
ナ

ル
に
敏
感
に
な
り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人

が
増
え
れ
ば
、
思
い
悩
ん
で
い
る
人
が
救
わ

れ
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
し
て
、
悩
ん
で

い
る
人
も
、
相
談
を
受
け
た
人
も
早
め
に
専

門
機
関
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
研
修
は
今
後

も
各
地
域
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
申
込
み
は
福
祉
課
福
祉
推
進
班
ま

た
は
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班
へ
。

こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

助
け
を
求
め
る
シ
グ
ナ
ル

・
体
調
の
不
良
、
食
欲
が
な
い

・
寝
つ
き
が
悪
い
、
何
度
も
目
が
覚
め
る

・
自
分
を
責
め
る
よ
う
な
訴
え

・
周
囲
へ
の
関
心
が
な
く
な
る

・
イ
ラ
イ
ラ
怒
り
っ
ぽ
く
な
る 

な
ど

相談窓口
・
福
祉
課
福
祉
推
進
班

　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
４

・
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
（
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

・
身
近
に
相
談
で
き
ま
す

・
町
の
様
子
を
よ
く
知
っ
た
保
健
師

が
い
ま
す

足
柄
上
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
予
防
課

　
　
（
電
話
）
83
ー
５
１
１
１
（
代
表
）

・
こ
こ
ろ
の
専
門
家
に
医
療
や
対
応

に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す 

・
嘱
託
医
の
精
神
科
医
に
よ
る
精
神

保
健
福
祉
相
談
も
あ
り
ま
す

こ
こ
ろ
の
講
演
会

孤立しない地域づくりかながわ
自殺対策マスコット

「いちょうくん」「りりぃちゃん」
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 3 6

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

１０月１９日（金）に公民館主催事業として『汽車ポッポ 人形劇公演』（公民館ボランティアによる人形劇）を開催しました。
中央公民館では、今後も季節に合わせた教室や行事を開催する予定です。皆様お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。

汽車ポッポ人形劇公演
を行いました

まっくろネリノ

ジャックと豆の木 手あそび

広報やまきた　平成24年11月号　No.69315



＊11月4日（日）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊11月4日（日）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊11月4日（日）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

篆刻教室
日　時　１２月１日（土） ９：３０ ～１２：００ 
内　容　石に自分の名前を彫り、手作り印鑑を作ります。（経験のある人は、名前以外の文字や絵を彫ることもできます。）
対　象　一般（定員 ２０名）
講　師　瀧澤  保美 さん

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

そば作り教室
日　時　１２月１１日（火）９：３０～１３：３０
内　容　毎年大人気の芋入り年越しそばを作ります。
対　象　一般（定員１２名）

て ん こ く

講　師　渡辺　耕喜 さん・臼井  政江 さん
参加費　１，０００円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具・持ち帰り用の容器

参加費　６００円（篆刻刀・ニードル・袋等を含みます。）         
持ち物　筆記用具・汚れても良い服装

クリスマス もみの木コンサート開催、出演者募集中！
中央公民館１階ロビーにて「クリスマス もみの木コンサート」を開催します。
開催日時　１２月２３日（日）１６：００～１７：００
場　　所　中央公民館 １階ロビー
内　　容　ミュージックベルとコーラスの演奏会
練 習 日　１１月２４日（土）・１２月１日（土）・１２月１５日（土）・１２月２２日（土）
　　　　　ミュージックベル（幼児対象）１０：００～１２：００
　　　　　コーラス（幼児から一般対象）１８：３０～２０：３０
※出演者募集中です！申込み・練習などの問合せは中央公民館℡（７５）３１３１までご連絡ください。

お知らせ

山北美術協会小品展
【９月２１日（金）～１０月５日（金）】

山北のお峯入り写真展
【１０月６日（土）～１０月１６日（火）】

入場自由
無料

鈴木義和取材写真展
日    時　１１月７日（水）～１８日（日）９：００～１７：００（ただし、１８日は１６：００まで）
場    所　１階ロビー　　　お問合せ　鈴木 義和 ℡（７６）４３３７

ロビー展示のお知らせ

前回のイベントから

バルーンアート体験教室【１０月２０日（土）】
　野村 隆博さんを講師にお招きして、バルーンアー
トの体験教室を開催しました。
  教室では風船で犬などの動物を作りました。参加者
からは、楽しく作ることができたと好評でした。
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中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

2
9
16
23
30

月

3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
１
8
15
22
29

１２月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

日

4
11
18
25

月

5
12
19
26

火

6
13
20
27

水

7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24

11 月

11 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 金 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

3 土

町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

4 日 町民文化祭・展示発表会 多目的ホール他 ９：００ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

6 火 つるし雛作り教室② 第 1 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

7 水
鈴木義和取材写真展（～18日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 鈴木　義和     ☎（76）4337

布の絵本作り教室① 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

9 金 やまぶき学級 芸術鑑賞・閉講式 多目的ホール １３：３０ 申込者 社会福祉協議会     ☎（75）1294

10 土 ワンダーランド 視聴覚ホール ９：００ 申込者 中央公民館

11 日 町民文化祭・芸能発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 生涯学習課     ☎（75）3649

17 土

ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

21 水 布の絵本作り教室② 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

24 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

12 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

1 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

篆刻教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

6 木 つるし雛作り教室③ 第 ３ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

※町民文化祭・展示発表会は９：００から１７：００までとなります。ただし、４日は１５：００までです。
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

け い と

そ う た

なぎ

た い ち

越　地　内　藤　慶　人（男）暢　昭・弥　里

湯　坂　尾　崎　颯　汰（男）裕　一・麻　紀

下本村　片　瀬　　凪　（男）　隆　・　環

湯　触　磯　部　泰　誓（男）健　一・ゆかり

※今回の掲載分は、平成２４年９月１６日から平成２４年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　髙　橋　勝　榮（男）７１歳　本　人
馬　場　　石　井　すが子（女）８５歳　　〃　
田　中　　露　木　照　雄（男）８７歳　　〃　
湯　坂　　武　井　髙　司（男）８９歳　　〃　
尺里西　　佐　藤　テル子（女）７８歳　　〃　
尺里中　　杉　崎　公　二（男）８１歳　　〃　
　〃　　　矢　澤　幸　三（男）７９歳　　〃　
　畑　　　髙　橋　是　行（男）７６歳　　〃　
平　山　　清　水　𠮷　野（女）９４歳　正　己
堂　山　　丸　山　䂓　男（男）７５歳　鈴木健市
原耕地　　小　田　トミ子（女）８１歳　勝　美 山北　289mm（714mm）

三保　351mm（1055mm）
山北　28.7℃（21.2℃）
三保　23.7℃（21.9℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,690人
6,038人
11,728人

（－11人）
（－ 6人）
（－17人）

世帯数　4,233世帯（－5世帯）

昨年の産業まつりの様子

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①１１月　３日（土）
　大型絵本「ねずみくんのチョッキ」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②１１月１７日（土）
　布絵本「ねずみのよめいり」ほか
　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
③１２月  １日（土）
　絵本「ありがとうのえほん」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

本屋さんで待ちあわせ
水のかたち  上下
空より高く
３５歳からの妊娠・出産
台所道具の本
ヒートアップ

三　浦　しをん
宮　本　　　輝
重　松　　　清
中　山　摂　子
主 婦 の 友 社
中　山　七　里

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
せいぎのみかた ワンダーマンの巻
ありがとう３組
世界一小さな女の子のはなし
羽生善治の将棋の教科書
地図からわかる日本
コリドラス・テイルズ

みやにし たつや
乙　武　洋　匡
サリー・ガードナー
羽　生　善　治
猪　郷　久　義
斉　藤　　　洋

◆ 児 童 書

お知らせお知らせ

★１１月１日（木）～４日（日）は町民文化祭
のため、図書室の利用は１７時までとさせ
ていただきます。また、この期間中、学習
室は終日利用できませんので、
ご協力をお願いいたします。

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　

最近話題となった映画やドラマの原作本を集め
て展示します。

「ツナグ」 辻村 深月 著 （映画化）
    死者と生者の再会を仲介する使者「ツナグ」
になろうと決意した高校生・歩美と、さまざまな
理由で死者との再会を果たす人達の感動的な物
語です。

～映画・ドラマ原作本～

★この本よんで！

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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今
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町
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は
通
常
行
間
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

け い と

そ う た

なぎ

た い ち

越　地　内　藤　慶　人（男）暢　昭・弥　里

湯　坂　尾　崎　颯　汰（男）裕　一・麻　紀

下本村　片　瀬　　凪　（男）　隆　・　環

湯　触　磯　部　泰　誓（男）健　一・ゆかり

※今回の掲載分は、平成２４年９月１６日から平成２４年１０月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

萩　原　　髙　橋　勝　榮（男）７１歳　本　人
馬　場　　石　井　すが子（女）８５歳　　〃　
田　中　　露　木　照　雄（男）８７歳　　〃　
湯　坂　　武　井　髙　司（男）８９歳　　〃　
尺里西　　佐　藤　テル子（女）７８歳　　〃　
尺里中　　杉　崎　公　二（男）８１歳　　〃　
　〃　　　矢　澤　幸　三（男）７９歳　　〃　
　畑　　　髙　橋　是　行（男）７６歳　　〃　
平　山　　清　水　𠮷　野（女）９４歳　正　己
堂　山　　丸　山　䂓　男（男）７５歳　鈴木健市
原耕地　　小　田　トミ子（女）８１歳　勝　美 山北　289mm（714mm）

三保　351mm（1055mm）
山北　28.7℃（21.2℃）
三保　23.7℃（21.9℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,690人
6,038人
11,728人

（－11人）
（－ 6人）
（－17人）

世帯数　4,233世帯（－5世帯）

昨年の産業まつりの様子
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ユーシン渓谷にでかけよう！

９月２４日、清水小学校と三保小学校の児童たちが稲
刈り体験をしました。
今年の５月に、児童たちが地域の協力者の方々と丁
寧に植えた苗は、猛暑を乗り切って立派な稲穂に成長
しました。
みんなで大切に育てたお米の味は、とても美味しい

ことでしょう。

９月２７日と１０月１６日に、山北幼稚園、向原保育園
の園児たちが、それぞれさつまいも掘りをしました。
園児たちが植え付けしたさつまいもは、とても大きく
育っていて、畑から引き抜くのが大変。さつまいもを手
にした多くの園児からは「おっきいのとれた～。」と大
満足の声が聞かれました。

みんなで一緒に収穫する楽しみを! !

切り立つ青崩第一洞門

青く澄んだ水が流れるユーシン渓谷（10月9日撮影）

新青崩隧道（玄倉側）

清水小学校・三保小学校  合同稲刈り体験 山北幼稚園・向原保育園  さつまいも掘り

玄倉

玄倉ダム
玄倉川

ユーシン渓谷

丹沢湖

小川谷の
出合

雨山峠

ユーシン
ロッジ

熊木沢出合

新青崩隧道

石崩隧道

西丹沢
県民の森

トンネル

水がとっても

きれいですよ！！

山北幼稚園の園児

向原保育園の園児

刈った稲をみんなで運びます

豊作に大満足！

丹沢大山国定公園に指定されているユーシン渓谷は、今
月中旬から下旬にかけて紅葉の見ごろを迎えます。崩落の
危険性から通行止めとなっていた青崩隧道も昨年１０月に新
たに開通し、現在は徒歩での通行が可能となっています。
素晴らしい景色と澄んだ水に、心を癒やされに訪れてみませんか。
（ユーシン渓谷へは、玄倉バス停から徒歩で２時間３０分
ほどかかります。）

い

「山北のお峯入り」今月の 表 紙
今月号の表紙は、１０月１４日に５年ぶりに公演された山北
のお峯入りの様子です。
伝統芸能を伝承するために、地域の方が一丸となって練
習し、その成果を発揮して演じている姿を撮影しました。


